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α-， ß-， および 7一位に塩素の入った 3 種の酪酸塩化物が得られた。ベンゼン中で反応を行な
















る。すなわち， アリノレアノレコー Jレ，酢酸アリノレ， ジアリ jレエーテノレなども同様にカノレボニノレ化

















また πーアリノレ一塩化ノf ラジウム錯休と一酸化炭素の反応では，ベンゼン溶媒の時には守 3- ブ
テン酸クロリドを， エタノール溶媒中では 3- プデン酸エステルを生成することを明らかにし
た。この知見を基礎にして，アリノレクロリドまたはアリノレアノレコーjレと一酸化炭素との反応を塩
イ七パラジウム触媒の存在下に行ない. 3- ブデン酸エステ jレの合成法を確立した。 同様に酢酸ア
リノレやアリノレエーテノレからのカノレポニノレ化反応についても明らかにされている。
またこれらのカノレボニル化反応を通じて，パラジウム系触媒の価値，他の金属カ Jレボニノレ触媒
との差異などについて考察される。
以上，木地君の研究は，オレフィン一塩化ノマラジウム錯体あるいは πーアリ jレ一塩化ノマラジウ
ム錯体と一酸化炭素との反応について多くの知見を得，それを基にして，シクロプロパン，アリ
ノレクロリド，アリノレアルコーノレなどの塩化ノマラジウム触媒による新しいカノレボニノレ化反応を見出
したので触媒化学や有機合成化学に寄与するところ大きい。よって本論文は理学博士の学位論文
として十分価値あるものと認める。
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